




































































































































































































































































Ⅳ 成果と課題 

成果 

１ 問題を発見・考えを構築する段階 

(1) 第５学年では、問いをもたせる段階で価値についての考えを直接問うことで、ねらいとす

る価値についての問題意識を高めることができた。 

(2) 授業者が、児童に何を考えさせるのかを明確にして授業に臨むことができた。 

２ 道徳的価値を理解する段階 

(1) 主たる教材の登場人物の心情を考えさせることを通して、ねらいとする価値について具体

的に理解させることができた。 

(2) 問題解決に迫るために価値を理解させるための発問を吟味することができた。 

３ 生き方を考える段階 

(1) 第２段階の価値理解を基にして、自己を見つめ直し、生き方について考えを深めることが

できた。 

４ 問題解決的な学習の工夫 

(1) 「問題を発見・考えを構築する段階」、「道徳的価値を理解する段階」、「生き方を考える段

階」等のように、段階を設定することにより、授業者が指導の意図を明確にして授業に臨む

ことができ、その積み重ねによって児童に主体的な学習の仕方が身に付いてきた。 

(2) 各段階で、多様な考えを出し合い、対話的に考えを深める学習を展開することができた。 

課題 

１ 三つの段階設定が妥当であるか否かについて、更なる検証が必要である。また、他の学年

で応用が可能か否かについても検証が必要である。 

２ 今回のモデル以外の段階や発問の工夫等について、さらに研究を深める必要がある。 
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＜小学校外国語活動開発委員会＞ 

 

研究主題・副主題 

「中学年の特性を生かした楽しい外国語活動の指導方法及び教材の工夫 

～高学年「外国語」とのつながりを踏まえて～」 

研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の目的 

  近年、急速にグローバル化が進展する中、英語教育の一層の充実は極めて重要な課題であ

る。平成 32 年には、東京でオリンピック・パラリンピック競技大会が開催される。日本、と

りわけ東京には多くの外国人が訪れることになり、今後、様々な場面において児童が外国語

を用いたコミュニケーションを行う機会も増えることが予想される。 

また、平成 32 年度には小学校において新学習指導要領が全面実施され、中学年における外

国語活動の導入及び高学年での教科としての英語の指導が始まる予定である。平成 33 年度に

中学１年生となる児童は、平成 29 年度の小学３年生である。少なくとも、同一中学校区で外

国語活動及び教科としての英語授業の経験年数に差が生じないよう、対応を検討していかな

ければならないことを考えると、平成 29 年度からは移行期と言える。教員が力量を高め、教

員誰もが自信をもって外国語活動の指導に臨めるよう、指導方法や教材・教具等について研

究開発を行い、その成果を普及・啓発していくことは喫緊の課題である。  
本研究は、児童が外国語へ慣れ親しみ、楽しみながらコミュニケーション活動を行うこと

で、高学年での外国語学習に意欲がもてるようにするための指導方法及び教材開発を行い、

広く成果を普及することを目的とする。  
Ⅱ 研究の視点 

中学年における外国語活動の導入に当たり、どのような課題があるのかを把握するた

めに、本委員会委員の所属校教員等 284 名を対象にアンケート調査を実施した。全体の

85.2％の教員が、中学年における外国語活動の指導に不安を感じており、課題と感じて

いることの中で最も多かった回答は、「自分の英語力（クラスルーム・イングリッシュ

の活用等）」で、次いで「指導内容・方法」に関すること、そして、「教材の準備」に

関してであった。また、具体的にどのようなことがあると安心できるかを聞いた結果、

「授業モデル」の例示や、実践事例を含めた「教材」の提示という回答が多かった。こ

れらの不安を緩和するための方策として、中学年の発達段階を踏まえたアクティビティや

指導方法の工夫及び指導を支える環境の整備の二つの視点から研究を行った。 

 平成 32 年度より中学年の外国語活動が全面実施される。現状では、区市町村によって配

当時間や ALT の配置等、中学年での外国語活動の実施状況は異なり、指導内容、方法の研

究事例が少ない。また、中学年での実施に限らず、現行の外国語活動の指導においても不安

を抱えている教員は多い。  
そこで、中学年に焦点を当て、中学年の児童の発達段階に合った指導内容や方法を検証し、

実践事例を提案するとともに、中学年教材の開発を行った。  
研究の成果としては、①中学年の発達段階を踏まえたアクティビティや教材の開発、②１

単位時間の標準的な授業モデルの提案、③クラスルーム・イングリッシュや板書例等、授業

ですぐに使える具体的な指導方法の提示等が挙げられる。  
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１ 中学年の発達段階を踏まえたアクティビティや指導方法の工夫 

(1) ｢聞く・話す｣を中心とした積極的なコミュニケーション活動を促す学習過程の工夫 

教員や ALT によるデモンストレーションなどを通し、児童は、新しい語彙やフレーズを

たくさん聞きながら、その語彙やフレーズに慣れ親しみ、話すことができるようになる。

中学年の発達段階において、｢聞く・話す｣の活動を十分に行い、学習の中で身に付けた素

地を生かしてコミュニケーションを図ることができるような学習過程を工夫した。  
ウォームアップ・アクティビティでは、取り扱うフレーズや単語を歌やチャンツに取り

入れたり、ゲームや絵本の読み聞かせを行ったりして、言葉に自然と慣れ親しめるように

した。そして、メイン・アクティビティでは、事前にアンケートを取った上でランキング

を考える活動を行ったり、自分が考えたクイズを出す活動を行ったりして、児童が友達と

関わり合い、聞いたり伝えたりしたいと思わせる活動を取り入れた。また、単元の中で同

じ活動を繰り返したり、前時の活動を少し発展させた活動を取り入れたりして、児童が安

心して無理なく活動を行えるようにした。  
 (2) 中学年に適した語彙・フレーズなどの精選  
   小学校の現状では、語彙が少ないため、単語を並べるだけでも通じるように、多くの教

員が場面設定に力を入れ、授業を行っている。実生活において相手に自分の思いを伝える

ことができるようにするためには、語彙やフレーズを豊かにし、単語でのコミュニケーシ

ョンから文表現でのコミュニケーションができるようにしていく必要がある。そこで、動

作を表す言葉や語彙に楽しく無理なく触れさせることのできる、中学年の発達段階に合っ

た語彙やフレーズはどのようなものが適するかを検証し、精選して提示した。今回、扱っ

た単語は、児童にとって身近な果物や動物、数字である。これらのカテゴリーは、児童が

生活の中で外来語として聞く機会があり、外国語活動を行ったことのない中学年の児童に

とっても自然と言葉に慣れ親しむことができると考えた。また、児童の負担を考え、“Do 
you like…?”や“How many…?”などのように、中心となる英語表現も短くし、実生活で

も活用できるフレーズを取り上げるようにした。  
 (3) 高学年へつながる指導の工夫  
   学習指導要領の改訂により、現行の「聞く・話す」に加え、高学年では「読む・書く」

の４技能が指導の対象となる。児童が、英語を読んだり書いたりすることに意欲がもてる

よう、中学年では、聞いたり話したりする活動を十分に行い、英語に慣れ親しむことが大

切である。中学年の活動は、｢ゲームがあるから楽しい。｣｢ゲームで勝ったらうれしい。｣

というような「ゲームのための活動」にとどまらず、音声を中心とした無理のない活動で

英語に慣れ親しむことができ、外国語学習への動機付けとなるような「学びのある」指導

の工夫を行うことが大切である。今回取り入れた絵本の読み聞かせでは、単に全文を読む

だけではなく、教師が本時の単語やフレーズを使いながら児童とやり取りするとともに、

次はどうなるのか児童が展開を想像したり、英語では何と言うのかを知りたくなったりす

るように工夫して読み聞かせ、児童に発話させることによって言葉の定着につながるよう

にした。「学びのある」指導の工夫とは、児童の「知りたい」「伝えたい」という好奇心を

刺激し、児童自身が考え、英語で尋ねたり伝えたりする活動のことを言う。それらを積み
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重ねることが高学年に進んだときに自信となり、更に学習の積み重ねができるようになる

と考えた。  
２ 指導を支える環境の整備 

(1) １単位時間の授業の標準モデルの設計・検証・提示（単元のねらいの明確化）  
   単元のねらいに沿った１単位時間の授業が行えるよう配慮し、標準モデルとなる１単位

時間の授業の流れを作り、検証を行った（図１）。毎時間の授業の流れが分かることで、教

員だけではなく、児童も授業の見通しをもつことができ、安心して授業を受けることがで

きると考えた。  
 
 
 
 
 

 
 
 (2) クラスルーム・イングリッシュの精選と活用場面の例示や工夫  
   児童は決まった言葉やフレーズを繰り返し聞いたり話したりすることで、学習が定着し

活動も活発になる。そのために、教師がクラスルーム・イングリッシュを積極的に行うこ

とは大きな助けとなるが、｢状況に合わせた言葉が分からない。｣という教師の英語に対す

る自信のなさや不安感は根強い。そこで、簡単な指示や褒め言葉などのクラスルーム・イ

ングリッシュから取り入れていった。毎時間同じフレーズや語彙を使用することで、児童

がその言葉に慣れていき、英語を主体とした活動がスムーズに行えるようになると考えた。 
 (3) 指導時の板書など、指導者の立場に立った、細かく具体的な指導方法の例示  
   指導に当たり、どのような板書や掲示物が必要か、どのような留意点があるのかなど T

１として指導することに不安を抱える教員は多い。他の教科と同様に、１時間の授業の様

子が分かるようにするとともに、活動で使う会話のやり取りが分かるものも黒板に掲示し

た。その際に、文字のみでなく絵や記号なども取り入れて掲示し、中学年の児童の負担に

ならないように工夫した。また、コミュニケーションのポイントや前時の児童のよい点を

まとめたものを掲示し、児童が意識して活動できるようにした。教材に関しては、文字を

入れた絵カードを取り入れることで音声と文字のつながりを意識させたり、教師の教材準

備の負担を軽減するワークシートを作成したりするなど、教員がより指導しやすい環境に

ついても工夫した。  
 (4) 外国語活動の指導に適した学習環境にするための工夫の提案 

   外国語に慣れ親しませるためには、校内の掲示物等、授業以外でも児童が日常的に視覚

的に捉えることができる学習環境の工夫を提案する。外国語活動専用の教室等があれば、

ポスターや単語カード等を掲示するとよい。そういった教室がない学校でも、授業の中で

繰り返し使えるものは、教室掲示をすると児童が日常的に視覚的に捉えることができる。

授業の中では、会話の流れの例示や授業で使えるクラスルーム・イングリッシュ、毎回繰

り返す挨拶表現などを例示し、読むことはできなくても常に目に入るようにすることが、

高学年以降の「文字への気付き」や文字指導につながると考えた。 

Greeting → Today’s Goal → Words and Phrases → Warm-up Activity  

→ Main Activity →  Self-check  → Greeting 

図１ １単位時間の授業の流れの例  

ー 135 ー



     
 
 
 
 

 (5) 英語の日常化への取組  
   児童が日常的に外国語に触れる機会を増やすために、外国語活動の授業以外でも使える

基本的な英語表現（挨拶や褒め言葉）の例を提示したり、学校生活全体で英語の使用機会

を拡大したりするなど、児童の生活の中で英語表現を取り入れていくことが大切である。

これは学校全体で取り組む必要がある。また、教室に児童同士が使えそうなクラスルーム・

イングリッシュを掲示したり、月や曜日、天気など毎日触れることができるものを掲示し

たりすることで、授業以外の場でも、少しずつ外国語指導に慣れることができるようにな

ると考える。  
３ 研究構想図 

 
 
 
 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究仮説】 中学年の特性を踏まえ、教師が安心して指導できる「聞く・話す」を

主とした授業モデルや教材を開発することで、児童が楽しみながらコミュニケーショ

ン活動を行い、高学年への円滑な接続を図ることができるであろう。 

【開発研究】 

１．中学年の発達段階を踏まえたアクティビティや指導法の工夫 

ア 「聞く・話す」を中心とした積極的なコミュニケーション活動を促す学習過程の工夫 

イ 中学年に適した語彙・フレーズなどの精選 

ウ 高学年へつながる指導の工夫（中学年児童の知的好奇心を刺激し、無理なく取り組めるアクティビ 

ティの選定や開発） 

２．指導を支える環境の整備 

ア １単位時間の授業の標準モデルの設計・検証・提示(単元のねらいの明確化) 

イ 児童と教員、それぞれの立場でのクラスルーム・イングリッシュの精選と活用場面の例示や工夫 

ウ 指導時の板書など、指導者の立場に立った、細かく具体的な指導方法の提示 

エ 外国語活動の指導に適した学習環境にするための工夫の提案（掲示物等教室環境の整備） 

オ 英語の日常化への取組(外国語活動の授業以外の場での英語の活用) 

【研究主題】中学年の特性を生かした楽しい外国語活動の指導方法及び教材の工夫 

～高学年「外国語」とのつながりを踏まえて～  

共通研究テーマ 
「個々の能⼒を最⼤限に伸ばすための指導⽅法及び教材開発」

 

 【目指す児童像】  

 外国語に慣れ親しみな  
 がら積極的にコミュニ  
 ケーションを図ろうと

する児童  

【東京都教育委員会の教育目標】 
自ら学び考え行動する、個性と想像力豊かな人間  

【東京都教育施策大綱】 
重点事項Ⅲ   世界で活躍できる人材の育成 
方針１       小・中・高校を通じ、４技能を身に付け

る英語教育の推進 

【東京都教育ビジョン（第３次・一部改定）】 
取組の方向２ 世界で活躍できる人材の育成 
主要施策３ 「使える英語」を習得させる実践的教育の

推進 

【指導の課題】  
①外国語活動の指導経験の不足  
②英語を教えることに対する不安感  
③英語教育に対する意識を改革する  

必要性  

【外国語活動の目標】 
 外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力

の素地を養う。 

【児童の課題】  
①活動は楽しむが「学び」につながらない。

②「関わり合い、伝え合う」経験が不足

している（コミュニケーションに自信

がない。）。  
③英語に触れる環境が不十分で、英語を

使う必要性を感じにくい。  

【研究の背景】 
 社会のグローバル化が進む中、東京でオリンピッ

ク・パラリンピックが開催されることとなり、外国語

教育の充実は喫緊の課題である。平成 32 年度には新

学習指導要領が全面実施され、中学年における外国語

活動及び高学年における教科型の外国語教育が導入

される。教員の力量を高め、教員誰もが自信をもって

外国語活動の指導に臨める授業モデルの提示や教材

の開発の必要性がある。 
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Ⅲ 研究の内容

１ 調査研究

「中学年における外国語活動実施に向けてのアンケート」として、中央区１校、新宿区１

校、立川市１校、三鷹市７校、武蔵村山市１校、福生市５校の計 16 校を対象に、284 名の教

員に対してアンケートを実施した。

質問１「これまでの外国語活動の指導において、どのようなことが課題だと感じています

か。」の問いに対して、「教員の英語力」と答えた割合が 60.6％で最多であった。このことか

ら教員の英語力に対する不安が指導における障壁、つまり「自身の英語力に対する不安＝教

えるのが難しい」という意識として表れ、外国語活動を指導する上での課題となっていたこ

とがうかがえる。また、それ以外の項目である「発達段階に合ったアクティビティ（読み聞

かせ・チャンツ・歌・ゲーム）の設定」、「楽しさ優先で「ゲームありき」になりがちな点」、

「使いやすい教材（ワークシートや絵カード、掲示物等）の不足」、「日常的に外国語に触

れさせる機会の不足」、「ALT との連携」については、どれも４割程度の教員が課題である

と答えた。使いやすい教材の不足やアクティビティの設定、アクティビティが「ゲームあり

き」になりがちである点に課題を感じる教員がいることからも、授業を構成していく上での

指導のねらいや具体的な指導方法、内容について、これまでの外国語活動において教員自身

が指導のイメージを明確にもって指導に当たることができていないことがうかがえる。

  質問２「中学年における外国

語活動を指導するに当たり不安

はありますか。」の問いに対して

「ある」と答えた割合は 85.2％、

「ない」と答えた割合は 14.8％

であった。次期学習指導要領で

実施される中学年の外国語活動

の指導に対し不安を感じている

教員は８割以上にも及ぶ。

ある
ない
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また質問２において、「ある」と答えた教員に対し、質問３で「どのようなことに不安を感

じていますか。」を問うと、「自分の英語力（クラスルーム・イングリッシュの活用等）」と答

えた割合が 75.6％で最も高かった。続いて「指導内容・方法」71.9％、「教材の準備」64.9％

が高かった。質問１と同様に、教員自身の英語力に対する不安が指導する上での大きな不安

の一因となっていることがうかがえる。日常の会話であれば、その表現方法は日本語同様多

岐に渡るが、外国語活動の指導場面に限定すると、教員が児童に対し英語で指示したり、ア

クティビティの説明を行ったりする際の言葉は定型句が多く用いられる。このことから、教

員自身が指導の上で必要となるクラスルーム・イングリッシュを精選し、重点的に身に付け

ていくことによって、不安なく指導に当たることができるのではないかと考えられる。また、

質問１と同様、「指導内容・方法」「教材の準備」と答えた割合も「自分の英語力」に次いで

高い。どのような教材を用いて、どのような指導をしていくかといった指導の具体的なイメ

ージをもつことができれば指導の見通しが立ち、指導に対する不安を解消していくことがで

きるのではないかと考える。

  

どのようなことに不安を感じていますか。
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質問４「中学年の外国語活動を指導するに当たり、具体的にどのようなことがあると安心

できますか。（自由記述）」の問いに対し、最も多かったのは「授業モデルの提示」であった。

１時間の授業をどのようなねらいで、どのように構成していけばよいのかを明確にし、授業

モデルを提案することで、指導の不安を軽減することができる。また、次に多かったのは、

「CD や DVD、ピクチャーカード、ワークシートなどの教材」、「アクティビティ」に関する

記述であった。「ピクチャーカードやワークシートなどの教材」や「アクティビティ」は、そ

れらのみで授業を構成するものではない。それらは１時間の授業のねらいを達成するという

主軸を支えるための手段である。次期学習指導要領においては、「聞くこと」「話すこと」「読

むこと」「書くこと」の全ての領域をバランスよく育む教科型の外国語教育が高学年から導入

される。中学年においては、外国語を通じて言語や文化について体験的に理解を深め、日本

語と外国語の音声や語順等に気付いた上で、外国語の音声や表現などに慣れ親しませ、高学

年の教科型の学習につなげていかなければならない。単に教材やアクティビティを例示する

だけではなく、高学年へのつながりを見据え、どのような教材を用い、どのようなアクティ

ビティに取り組ませるのかを関連付け、着実に学習を積み重ねていくことが重要である。音

声や表現などに慣れ親しませ、体験的に理解を深めることができるように工夫するとともに、

より多くの教員が活用できるよう、提案していくことが必要である。  
また、同質問では、「クラスルーム・イングリッシュ」についての記述も多かった。これま

での質問においても、自身の英語力に対する不安が外国語活動の指導に対する不安につなが

っていることが伺えることから、どのような場面で、どのように英語を使っていけばよいの

か、具体的に提案することができれば外国語活動の指導における不安を軽減することができ

ると考える。クラスルーム・イングリッシュは、教師が指示や説明の際に用いて英語の学習

環境を作り出す役割をもつという側面のほかに、児童がキーフレーズを用いて英語でコミュ

ニケーションを行う際、より円滑に行えるよう補完的な役割を果たすという側面もある。児

童自身にも、キーフレーズのほかにどのような英語を使わせていくのかを併せて具体的に示

していく。  
以上のことから、本研究においては、１時間の授業構成を提案していくとともに、その際

に用いる教材や設定するアクティビティとクラスルーム・イングリッシュの例も含め、１時

間の授業モデルを総合的に提案していく必要があると考えた。  
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２ 実践事例 

【実践事例１】（福生市立福生第五小学校 第３学年の実践） 

(1) 単元名   数を数えよう、たずねよう！ “Numbers” and “How many …?” 
(2) 単元の目標 ・英語を用いた１～20 の数の言い方や尋ね方、その答え方に慣れ親しみ、 

コミュニケーションを図ることができる。 

        ・英語の数の言い方のきまりや日本語との違いに気付く。 

(3) 具体的な評価規準 

ア 知識及び技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①英語を用いて１～20 の数

を数えることができる（話

す）。 

②１～20 の英語を聞いて数

を認識することができる

（聞く）。 

③英語の数の言い方のきま

りや日本語との違いに気

付いている。 

①英語で数を尋ねたり、数を

答えたりして表現してい

る。 

①身の回りのものの数をすす

んで数えようとしている。 

②すすんで英語で数を尋ねた

り、答えたりし、積極的に

コミュニケーションを図ろ

うとしている。 

 

 (4) 単元の内容 

本単元では、１から 20 までの数と８種の果物を扱った。１から 20 までの数は、学習とし

て身近なものを数える際の数としてちょうど良く、１から 20 まで数えられるようになるこ

とで、日常生活においても英語を用いて数を数えたいという意欲につなげることができると

考えた。また、13 から 19 における-teen の規則性や、日本語と英語での数の数え方の違い

についても気付かせ、学習に広がりをもたせた。果物については、外来語としての日本語で

の呼び方と英語での呼び方との違いについて、発音に気を付けながら言えるように、興味を

もって注意しながら聞かせるようにした。 

表現としては、“How many apples do you have?”や“How many apples would you like?”
を省略した形である“How many…?”を使った。“How many…?”の短いフレーズは汎用的で、

初めて英語に触れる３年生の児童にとって分かりやすく、適切であると考えた。 

 

 (5) ねらいとアクティビティ及び評価計画  
時 ねらい アクティビティ 評価規準 

1 

・英語の数の言い方のきまりや日本語との

違いに気付く。 

・身の回りのものの数をすすんで数えよう

とする。 

「友達といっしょに数えよう」 

「身の回りのものの数を数えよう」 

ア③ 

ウ① 

2 
・英語を用いて１～20 の数を数えること 

ができる。１〜20 の英語を聞いて数を認

識することができる。 

「How many … ? カルタ」 

「いくつかな？インタビュー」 

ア① 

ア② 

3 

本

時 

・英語で数を尋ねたり、数を答えたりして

表現する。 

・すすんで英語で数を尋ねたり、答えたり

し、積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする。 

「How many … ? カルタ」 

「おつかいに行こう」 

イ①  

ウ②  
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展
開
（    

分
） 

15 

展
開
（    

分
） 

20 

(6) 本時（全３時間中の第３時間目）  
ア 本時の目標  

 ・英語で数を尋ねたり、数を答えたりして表現する。  
 ・すすんで英語で数を尋ねたり、答えたりし、積極的にコミュニケーションを図ろうとする。  

イ 本時の展開  
段

階  学習内容  ○指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導
入
（
５
分
） 

○Greeting 
・HRT、友達と英語で挨拶する。 

 

○Today’s Goal と  Words and Phrases を確認

する。  
 
 

○ジェスチャーや表情にも意識を向け

させ、児童同士がすすんで挨拶できる

よう促す。  

 

○Warm-up Activity 「  How many…?カルタ」  
・ペアで向かい合って座り、カルタをする。  
 ①机の上に８枚の果物カードを並べる。  
 ② “How many (apples) ?”等と教師が言った

ら、児童は（りんご）の絵札を取る。  
 ④札を取った児童は、札を取っていない児童に

対して“How many apples?”と尋ねる。  
 ⑤札を取っていない児童は、札に書かれている

数を英語で数え、 “Three （apples） .”と答

える。  

○教師が果物の名前を言い、児童はその

果物を英語で言う→左に示す内容の

ように段階的に難易度を上げ、New 
Words や Key Phrases に慣れ親しま

せる。 

○カードを指差したり、指で数字を表し

たりといったジェスチャーを付け、表

情や視線などにも気を付けながら取

り組むことができるよう言葉掛けす

る。  

 

○Main Activity 「おつかいに行こう」 

・おつかいリストを見て、店に行って買う。 

 ①店員と買い物客に分かれる。  
 ②買い物客はおつかいリストに書かれたもの

を店で買う。  
  

 
 
・本時の学習内容を振り返り、確認する。  

○場面絵とキーフレーズを用いてやり

取りの順序を黒板に示し、コミュニケ

ーションが円滑に進むようにする。   
○机間指導して児童のコミュニケーシ

ョンの様子を把握する。しっかりとコ

ミュニケーションが取れている児童

に “Good job.” “Well done.” “Keep 
going.”などの肯定的な言葉掛けをし

てやる気を促す。コミュニケーション

に困っている児童には、ゆっくりとお

手本を見せ、まねさせる。  
思英語で数を尋ねたり、数を答えたり

して表現している（観察）。  
態すすんで英語で数を尋ねたり、答え

たりし、積極的にコミュニケーション

を図ろうとしている（観察・ワークシ

ート）。  

終
末
（
５
分
） 

○Self-check 
・振り返りカードに今日の感想を記述する。  
 
○Greeting 
・HRT と英語で挨拶する。  

・コミュニケーションを通して「がんば

ったこと」「できるようになったこと」

「分かったこと」など、振り返りの視

点を与え、学習の価値付けをする。  

A: Hello. Apple, please. 
B: How many apples? 
A: Three. 
B: Here you are. 
A: Thank you. Bye. 

Today’s Goal：英語で数を伝え、おつかいをしよう。 

Words：1 – 20, fruits     

Phrases：How many…? 
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【実践事例２】（立川市立第三小学校 第４学年の実践） 

(1) 単元名  好きなものをたずねよう！ “I  l ike  apples.”  
(2) 単元の目標 ・英語を用いた好きなものや嫌いなものの尋ね方、その答え方に慣れ親しみ、  

コミュニケーションを図ることができる。  
   ・英語による果物の名前の言い方を知り、日本語と英語の音の違い 

に気付く。  

(3) 単元の評価規準  

ア 知識及び技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 英 語 を 用 い て 好 き な も

の や 嫌 い な も の を 伝 え

ることができる（話す）。 

② 好 き な も の や 嫌 い な も

の を 表 現 す る 英 語 を 聞

いて、理解することがで

きる（聞く）。 

③ 英 語 と 日 本 語 の 果 物 な

ど の 言 い 方 の 違 い に 気

付いている。  

① 好 き な も の や 嫌 い な も

の を 英 語 で 尋 ね た り 、

答 え た り し て 表 現 し て

いる。 

 

 

 

 

 

 

① 英 語 で 果 物 等 の 言 い 方

を す す ん で 使 お う と し

ている。 

② す す ん で 好 き な も の や 嫌

い な も の を 尋 ね た り 、 答

え た り し 、 積 極 的 に コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 ろ う

としている。 

 

 

(4) 単元の内容 

本単元では、児童の負担感を減らし、児童がコミュニケーションを楽しむことに集中でき

るようにするために、果物のみを扱うこととした。果物は外来語も多く、身近な単語である。

日本語と英語の言い方の違いにも注目させながら取り組ませることにした。  
「聞く」「話す」を中心として積極的にコミュニケーションを図る児童の姿を目指し、歌や

チャンツはもちろん、リズムを使ったり、体を動かしたりしながら単語やフレーズを言う活

動を積極的に取り入れた。特に単元後半のメイン・アクティビティでは、自分の気持ちを表

現し、かつ相互のコミュニケーションが成立するよう場面設定した。「４－１フルーツランキ

ングをつくろう」では、事前にアンケートをとったものをランキングにまとめておき、児童

はそれぞれのフルーツが何位か予想を立てるため、友達にインタビューした。そうすること

で、児童が「知りたい」という思いをもってコミュニケーション活動ができると考えた。  
(5) ねらいとアクティビティ及び評価計画  
時  ねらい  アクティビティ  評価規準  

１ 
・果物の名前を知り、慣れる。  
・日本語と英語の共通点や相違点に気付く。 

「フラッシュカードクイズ」  
「メモリーゲーム」  

ウ①  
ア③  

２ 
・好きな果物や嫌いな果物を伝える表現に

慣れ親しむ。  
「チェーンゲーム」  
「フルーツバスケット」  

ア①  
ア②  

３ 
・好きな果物を尋ねたり、答えたりする表

現に慣れ親しむ。  
「コンセントレーションゲーム」  
「ハンティングゲーム」  

イ①  
ウ②  

４ 

本

時 

・４－１フルーツランキングをつくってコ

ミュニケーションを楽しむ。  

「ゲッシングゲーム」  
「４－１フルーツランキングをつ

くろう」  

イ①  
ウ②  
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展
開
（    

分
） 

15 

展
開
（    

分
） 
20 

(6) 本時（全４時間中の第４時間目）  
ア 本時の目標  

 ・英語で好きなものや嫌いなものをすすんで尋ねたり、答えたりし、積極的にコミュニケー  
  ションを図ろうとする。  

イ 本時の展開  
段階  学習内容  ○指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導
入
（
５
分
） 

 

○ Greet ing 
・挨拶する。  

・ Hello  song を歌う。  

○ Today’s Goal と Words and Phrases を確認す

る。  
 

 

 

○今まで学習した単語やフレーズ

にリズムを使って慣れ親しむ。  

 

 

○Warm-up Activity「ゲッシングゲーム」 

・グループのうち一人が好きではないものを決

め、他の児童は“Do you l ike  …？ ”と質問す

る。合っていれば “Yes .  I  l ike….”と答え、

違えば “No.”と答える。“No.” と答えるも

のを質問して探していく。  

 

○ “Do  you l ike…？”の言い方に慣

れ さ せ るた め 、 ゲッ シ ン グゲ ー

ム で は 、途 中 か ら単 語 名 は果 物

以 外 の 日本 語 で も良 い こ とと す

る。  

 

 

○Main Activity「４－１フルーツランキングをつ

くろう」 

①４－１フルーツランキングを予想する。 

②予想に基づいて、聞く相手一人につき好きな果

物を三つ尋ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③インタビューの結果に基づき、自分の予想をも

う一度考える。 

④４－１ランキングの発表を聞いて、答えを照ら

し合わせる。 

 

○フルーツランキングの予想を書

くものを用意し、関心を高める。 

 

○インタビューした結果を書くワ

ークシートを用意し、予想する

手助けになるようにする。  

 

○しっかりとコミュニケーション

が図れている児童には “Good 
job!”  “Well done! ”と肯定的な言葉

掛けをし、困っている児童にはフレ

ーズを言ってお手本を示す。 

 

態 すすんで英語で好きなものを尋

ねたり、答えたりし、積極的に

コミュニケーションを図ろうと

している (観察・ワークシート )。 

ま
と
め
（
５
分
）

 

○Self-check 
・振り返りカードに記入する。  
・数名の児童が発表する。  

 

○ Greet ing 

○ コ ミ ュニ ケ ー ショ ン の ポイ ン ト

で 提 示 した も の がよ く で きて い

た児童を褒める。  

 

Today’s Goal ：４－１フルーツランキングをつくろう。  

Words  ： Fruits         
Phrases ： Do you like…?  Yes. I like…. / No. 

A: Hello. Do you like …? 

B: Yes. I like …. / No. 

   Do you like …? 

A: Yes. I like …. / No. 

   Thank you. Bye. 
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【実践事例３】 (中央区立泰明小学校 第４学年の実践 ) 

(1) 単元名    “What’s this?”「これ なあに？」 

(2) 単元の目標  ・ものが何かと尋ねたり、答えたりする表現に慣れ親しみコミュニケーシ

ョンを楽しむ。 

         ・日本語と英語の共通点や相違点から、言葉の面白さに気付く。 

(3) 具体的な評価規準 

ア 知識及び技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①ものの言い方や尋ね方・答

え方を聞いて、認識するこ

とができる。  
②日本語と英語の共通点や

相違点に気付いている。 

①ものが何かと英語で尋ねた

り、答えたりして表現して

いる。  
 
 

①ものの名前や、尋ね方・答え

方の英語表現を使い、すすん

で発話しようとしている。  
②積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとしている。 

(4) 単元の内容  

   本単元では、 “What ’s  this?”  “It ’s  a….”の表現を使い、様々なクイズやゲームを

通して慣れ親しんだ。児童にコミュニケーションを取る必然性をもたせるために、

単元の最終目標に「自分でクイズを作って互いに問題を出し合おう」というもの

を設定した。また、表現の慣れ親しみの一方法として、絵本の読み聞かせも毎時

間取り入れた。読み聞かせの中で “What ’s  this?”や “How many?”等を用いることで、

児童の興味関心が持続し、表現の慣れ親しみにもつながると考えた。  

(5) ねらいとアクティビティ及び評価計画 

時  ねらい  アクティビティ  評 価 規 準  

１  
・動物の名前の言い方を知り、慣れる。 

・日本語と英語の共通点や相違点に気付く。 

「フラッシュカードクイズ」  

「メモリーゲーム」  

ア①  

ア②  

２  
・ ものの尋 ね方と答 え方の表 現を知 っ

て慣れ親しむ。  

「シルエットクイズ」  

「難読漢字クイズ」  

「３ヒントクイズ」  

「透視ゲーム」  

イ①  

ウ①  

３  
・ ものの尋 ね方と答 え方の表 現を使 っ

てコミュニケーションを楽しむ。  

「シルエットクイズ」  
「難読漢字クイズ」  
「３ヒントクイズ」  
「ダウトゲーム」  

ア①  

ウ①  

４  
・ クイズの 作り方を 知り、自 分たち で

クイズを作る。  

「先生クイズ」  

「オリジナルクイズ作り」  

イ①  

ウ②  

５

本

時  

・ オリジナ ルクイズ を使って 、コミ ュ

ニケーションを楽しむ。  

「ダウトゲーム」  

「クイズ大会」  

イ①  

ウ②  

ー 144 ー



展
開
（

  
分
）
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(6) 本時 (全５時間中の５時間目 ) 

ア 本時のねらい

・ものの尋ね方や答え方の英語を用い、自分の作ったクイズを使って、友達とコ

ミュニケーションを楽しもうとする。

イ 本時の展開

学習活動 ○ 指 導 上 の 留 意 点 □ 評 価 規 準（ 評 価 方 法 ） 

導
入
（
５
分
） 

○ Greet ing 挨拶する。

○Today’s Goal と Words and Phrases を確認

する。

○見通しがもてるように、活動内容と

めあてを伝える。

○既習単語やフレーズに慣れ親しむ。

 

○Warm-up Activity「ダウトゲーム②」

・「ダウトゲーム②」をする。

○ルールを確認し、正しく発話しなが

らゲームを楽しむことを確認する。

○単語や数を前回とは変え、取り組ま

せる。持ち手の数が少なくなってき

た時に、お互いの心理戦になること

にも気付かせる。

○Main Activity「オリジナルクイズ大会」

・第３時で作った自分のクイズを使って、友達

とクイズを出し合いコミュニケーションを

楽しむ。

・本時の学習内容を振り返り、確認する。

○ヒントは、五つまで出せる。ヒント

３ 以 降 は 非 言 語 (ジ ェ ス チ ャ ー や 鳴

き声等 )も入れられる。

○ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ポ イ ン ト (ア

イ コ ン タ ク ト 等 )が 押 さ え ら れ て い

る児童をほめる。

思 英語でものを尋ねたり、答えたりし

ている（観察）。  

態 すすんで英語でものを尋ねたり、答

えたりし、積極的にコミュニケーシ

ョ ン を 図 ろ う と し て い る (観 察 ・ ワ

ークシート )。  

ま
と
め
（
５
分
） 

○ Sel f - check

・振り返りカードに記入する。

・絵本の読み聞かせ “Dear  Zoo”

○ Greet ing

〇本時のねらいに沿った振り返りがで

きるよう、評価内容を合わせる。

〇読み聞かせの間に “What ’s  this?”  

“ It ’s  a….”の表現を用いた質問を入

れる。

Today’s goal：オリジナルクイズを使って、友達とコミュニケーションを楽しもう。 
Words： Animals 
Phrases： What’s  this?  /  I t ’s  a  ….  

（順番を決める）

A: Hello. 
B: Hello. 
A: Hint1 Hint2 … What’s this ? 
B: I t ’s  a  ….  
A: Yes. / No.  It’s a …. 
A: Thank you. 
B: Thank you. 
（A と B を交代）  

展
開
（

分
）

 

15
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３ 開発資料 

(1) アクティビティの事例 

 
グループごとにカードを伏せた状態にする。順番にカードを指さし、隣の児童に

“What ’s  this?”と尋ねる。隣の児童は “It ’s  ….”を使って、カードを予測する。当

たっていたら、自分のカードになる。たくさん当てた児童が勝ちとなる。ルー

ルとして “What ’s  this?”  “It’s a ….”をはっきりと言え、カードを当てるともらえると

いうことを明確に提示し、児童に英語で尋ねたり、答えたりする必要感をもたせるよう

にした。  

透視ゲーム（実践事例３の第２時）  

 
 グループになり、全員で “What ’s  this?”と言った後、順番に決められたカード

を “It’s a ….”と言いながら出していく。手元のカードが早くなくなった者の勝ち

となる。手元にそのカードがなければ、３回までパスできる。４回目は負けに

なるので、手元に欲しいカードがなくても、あえて違うカードを出してもよい。

しかし、グループの誰かに「ダウト！」と当てられてしまったら、テーブルの

カードを全てもらう。使う表現や単語は様々変えることが可能にした。  

実践事例５ ダウトゲーム  

 
 学級を２グループに分け、客役と店員役に分かれて買い物をする。カードを大量に用

意する負担を軽減するために、ショッピングカードに買い物した数だけ、店員に〇印を

書いてもらう。今回の買い物は果物だったので、その果物に似た色で○を書いてもらい

カラフルな仕上がりになるようにした。また、数も５個ずつ横並びに数えられるように

した。一つ一つ数を数えながら正確に品物を受け取れるように工夫した。  

おつかいに行こう（実践事例１の第３時）  

 
 普 段 遊 び 慣 れ たも の を 外国 語 活 動に 応 用 した 。 椅子を輪にして内向きに配置す

る。児童一人一人に担当のフルーツを伝えておく。児童はその椅子に座るが、一人は輪

の中心に立つ鬼となる。鬼に“I  l ike….”と言われたら、その果物を担当する子が移

動する。慣れてきたら、 “I  don ’t  l ike….”という表現も使わせ、言われた果物以

外の児童が移動するルールを加える。ルールを加えることで、児童が活動に飽

きず、更に注意深く聞くことができる工夫をした。  

フルーツバスケット（実践事例２の第２時）  

 
 児童は最初に顔を伏せ、周りが見えない状態で、教員が“Do you l ike…?”と質問をす

る。質問されたものが、自分の好きなものだったら、手を挙げる。教員が「何が好きな

人を何人探すのか」を指示し、児童は手を挙げた人を、“Do you l ike…?”と教室内を

歩き、質問して探す。指定された人数を探し出すことができた児童は、着席す

る。インフォメーションギャップのある環境を作り出し、質問する必然性をも

たせるようにした。  

ハンティングゲーム（実践事例２の第３時）  

ダウトゲーム（実践事例３の第５時）  
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(2) 絵本の研究と活用案 

 Title ( Publisher)「題名（出版社）」 Contents, Activities「内容・活動」  

1 
Brown Bear, Brown Bear, 
What Do You See?     
(Henry Holt and Company)     

Animals/Colors 
“What do you see?” “I see ….” 

2 

The Hungry Caterpillar 
(SCHOLASTICS) 
 

Colors/Foods/Weeks/Things/Animals 
繰り返しの表現“But he is still ….” 
“What’s this?”/“It’s a ….”/ 
“How many?” 

3 Dear Zoo  (Puffin) Animals/ 修飾語  

4 
Five Little Monkeys 
(Clarion Books) 

Numbers/Action (Jump, bump etc.) 
No more … jumping. +Song 

5 
From Head to Toe 
(Harper Collins Publishers) 
 

Body parts (head, neck, etc.)/Animals  
Actions (turn, bend, raise, etc.) 
“Can you …?”/“Yes, I can.” “No, I can’t.” 

6 
Where’s Spot? 
(Puffin) 

Animals/Position (on, into, under, etc.) 
“Where is …?” 

7 Spot can count. (Puffin) Animals/Numbers/“How many …?” 

8 
No, David! 
(SCHOLASTIC) 

“No.”/“Don’t….”/“Stop ….” 
“That’s Enough.” etc. 

9 

Tiny Boppers 
(APRICOT) 

Numbers/Actions (fall, fly, swing, etc.) 
Classroom English（Hi! Be careful. Thank 
you. Here we go. Nice. Excuse me. Wait. 
Sorry. Get in line. Be quiet, etc. ）  

10 
LEMONS ARE NOT RED 
(SQUARE FISH) 

Colors/Foods/Animals/Things 

11 
The Wolf and The Seven Kids 
(学研 他) 

Numbers/Playing/Colors/Position 
“Where …?” 

12 
Oxford Reading Tree  Stage 1-4 
(Oxford University Press) 

様々なレベルに合わせた読み聞かせ絵本集  
(用途に応じて使える。) 

13 
Max the Brave 
(Source Books Jabber) 

Animals/“Are you …? ” “No, I’m not.” 
“I’m a ….” 

14 A Trip to Granma’s House(mpi) Shapes/Colors 

15 
Ketchup on Your Cornflakes 
(Scholastic Children’s Books) 

Foods 
“Do you like …?” 

16 A Beautiful Butterfly(APRICOT) Action/Colors + Song 
17 Ten Fat Sausages(APRICOT) Number /Action + Song and Dance 
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(3) クラスルーム・イングリッシュと児童に負担の少ないフレーズ板書例  
  ○授業の流れに沿ったクラスルーム・イングリッシュ例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○児童のやる気を引き出す称賛の言葉掛け例  
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○文字負担を軽減し、児童の発話に自由度を与える板書例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Greet ing】Today’s class leader, please.  Let’s start English Lesson. 
 Hello. How are you?     How is the weather today? 
 What day is it today?     What’s the date today? 

【A c t i v i t y】Let’s chant.               Let’s sing a song. 
       Let’s play … Game!       Ready? Go! 
【Self-check】Let’s review. 
【Greet ing】That’s all for today.    Thank you.  Good-bye.  See you. 
【指 示 語】Stand up, please.      Sit down, please.     Stand straight.  

Raise your hand.       Hands on your head.   Big voice, please.  

【褒 め 言 葉】（最上級の褒め言葉）  Excellent!  Wonderful! Perfect!  
Super! Amazing！  

       （上 級 の 褒 め 言 葉）  Great! Very good! Well done!  Great job! 
                 Congratulations! 

            （普 通 の 褒 め 言 葉）  Good!  Good job!  Fine! Nice!  Good work! 
【正 解 を 伝 え る 言 い 方】  That’s right. Exactly! 
【不 正 解 の 時 に 励 ま す 言 い 方】  Close!  Almost!  Nice try!  Not bad,    etc. 

It’s a…. 

※メインのフレーズ以外はイラストや記号で⽰す 

 

 

 
○Yes. It’s a…. 
× No. Hint 2…. 

 
Hint 1…. 
What’s this? 

 

 

（これをヒント５までくり返す） 

（   マークは、あいさつなど⾃由なやり取り） 
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(4) 板書計画例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１時間の授業の流れ

を提示する。  
 
Greeting 
Today’s Goal 
Words and Phrases 
Warm-up Activity 
Main Activity 
Self-check 
Greeting 

本時のめあて

を提示する。  

本時の授業で使う絵カ

ードを提示する。  
 
※チャンツに出てくる

ものは、その順番通り

にしてまとめて提示

するなど工夫して提

示する。  

本時の授業で使う掲示物

を用意する。  
 
※ワークシートを拡大し

たものやゲームのルー

ル を ま と め た も の な

ど。  
※中学年の発達段階を考

え、絵や記号などを入

れ、視覚的に理解しや

すいようにする。  

コミュニケーションを

図る上でポイントとな

るものを提示する。  
Eye contact 
Clear voice 
Listen carefully 
Smile 

前時の児童の感想の中で、

コミュニケーション活動

のモデルとなるものを掲

示し、良さを共有する。  

本時のコミュニケーション

活動の流れを提示する。  
 
※中学年の発達段階を考え、

絵や記号などを入れ、視覚的

に理解しやすいようにする。 
手のマーク･･･挨拶  
ハートマーク･･･お礼  
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(5) ワークシート例  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数を数えよう、たずねよう！“Numbers” and “How many…?” 

好きなものをたずねよう！“I like apples.” 

５とびで線を引いたものを

用意し、個数を数える目安に

なるようにする（算数既習事

項の活用）。  

おつかいリストには、買う

べき果物の絵と個数を示

し、「何がいくつ」必要か

が分かるようにする。  

店 員 に な っ た 児 童

は、担当する果物の

色にふさわしい色鉛

筆を用意しておく。  

店員になった児

童が、買い物客の

ほしい果物の数

だけ、色鉛筆で丸

を描くようにす

る。  

インタビュー

前にどの果物

が何位か予想

す る 欄 を 設

け、結果に興

味 を も た せ

る。  

児童の負担を

考え、一部の

ランキングは

事前に発表し

ておき、無理

のない活動に

する。事前に

発表したもの

は網掛けにし

ておく。  

丸を付けるだけの簡単なものにしておき、インタビュー

に集中できるようにする。  

予想する対象でない果物の場合は

Others という欄に丸を付けるよう

にする。  
インタビューした後、右表を参考

にもう一度ランキングを予想でき

るようにする。  
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振り返りカード  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これ、なあに？“What’s this?” 

出題するクイズのヒントを書く。  
ヒントの段階も示しておく。  
 
ヒント１・２ 英語で  
ヒント３・４ 英語＋ジェスチャー  
ヒント５・６ 鳴き声、ものまね  

答えが最後まで

相手に分からな

いときには、自

分のもち点から

１ポイントあげ

ることにする。  

ヒント   １で当てたら５点  
２で当てたら４点  
３で当てたら３点  
４で当てたら２点  
５で当てたら１点  

当てられなかったら０点  
最後に合計得点を出す。  

単元名と単元のめあて

を提示する。  

単元で１枚のワ

ークシートにし

て、単元を通し

ての変容を一覧

で見られるよう

にする。  

自分ががんばっ

たところ・友達

について気付い

たこと・日本や

外国のことにつ

いて気付いたこ

となどを記入す

る欄を設ける。  
単元を通して、インプッ

トからアウトプットの

活動に変化していく外

国語における学びの段

階を考慮し、項目を作成

する。  
(例) 
言い方について知った。 

(第 1 時) 

↓ 

自分の考えや思いをな

んとか相手に伝えよう

とした。    (第 4 時) 

い く つ 目 の   
ヒ ン ト で 答 え

ら れ た か を 記

録 す る よ う に

する。なるべく

早 い 段 階 で 答

え よ う と い う

動 機 付 け を す

る。  
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Ⅴ 研究のまとめ 

１ 成果 

(1) 中学年の発達段階を踏まえたアクティビティや指導方法の工夫 

中学年の発達段階に着目して、十分に音声に触れさせ、英語に慣れ親しませる活動の研

究開発を行った。ウォームアップ・アクティビティで十分に単語やフレーズに触れさせ、

慣れ親しませることにより、メイン・アクティビティにおいて覚えた英語表現を使って自

分の伝えたいことを話したり、聞きたいことを尋ねたりさせることができた。また、絵本

の読み聞かせを取り入れることによって、言葉を繰り返すだけの活動とは異なり、先を想

像したり、新しい英語表現に興味をもったりして活動を深めることができた。 

 (2) 指導を支える環境の整備 

  児童が外国語へ慣れ親しみ、楽しみながらコミュニケーション活動を行うことができる

ように、その指導を支える環境の整備という視点から、研究開発を行ってきた。成果とし

ては、①１単位時間の授業の標準モデルを設計・検証し、提示できたこと。②児童と教員、

それぞれの立場でのクラスルーム・イングリッシュを精選し、活用場面を例示することが

できたこと。③指導時の板書など、指導者の立場に立った、細かく具体的な指導方法を提

示することができたこと。④絵本による読み聞かせ事例を集約し、新たに活用場面を検証

することで、参考リストを作成できたことが挙げられる。中学年における外国語活動の指

導に不安や課題と感じていることへの一つの解決策を示すことができた。  
２ 課題 

(1) ALT とのティーム・ティーチングの方法について 

   区市町村によって ALT の配置時間数や授業への関わり方が異なり、必ずしも ALT との

ティーム・ティーチングができる状況ではないことを踏まえ、本研究では、担任が T１と

なって授業を行うという想定で研究開発を進めた。しかし、一方で、担任が児童の様子や

習熟度をしっかり見取り、個に応じた細かな指導を行うとともに、音声を中心とした指導

については ALT との連携により授業を展開していくというような授業形態の実践例もあ

る。今後、より効果的な ALT とのティーム・ティーチングの方法についても検証し、授業

改善へとつなげることが必要である。 

 (2) 校内体制での学習環境の整備について 

   児童が外国語に慣れ親しみ、英語を使ってコミュニケーションができるようにするため

には、授業以外の時間に日常的に外国語に触れる機会を増やしていく必要がある。そのた

めには、校内体制での学習環境の整備が不可欠である。例えば、校内の階段を利用し、数

や曜日、天気など、児童にとって身近な英語を掲示するなど、教室に限らず、児童の目に

触れる場所に英語があるように環境を整えるなどの実践事例がある。ALT を交えてのラン

チルーム給食や、簡単な英語表現を使ったお昼の校内放送等、学校生活の中で英語に触れ

たり、英語を使ったりする機会を意図的に設けることで、児童の好奇心はより高まり、更

なる学習意欲の向上につながっていくであろうと考える。今後、そういった視点での実践

事例を集約し、実際に検証することで効果が期待できる事例を提案していくことも必要で

ある。 
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〈小学校外国語活動研究開発委員会〉 
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委員長  三鷹中央学園三鷹市立第七小学校  校  長  吉村 達之 

委 員  中央区立泰明小学校 主幹教諭  山本 有子 

委 員  新宿区立淀橋第四小学校  教  諭  大守  泉 

委 員  立川市立第三小学校 主任教諭  大森 則子 

委 員  福生市立福生第五小学校  主任教諭  玉木 脩一 

委 員  武蔵村山市立第一小学校  主幹教諭  篠原 有貴 

 
 

〔担当〕東京都教育庁指導部指導企画課 指導主事 田中 純子  
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